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データ分析人材の育成・確保について

統計思考力・問題解決力・科学的マネジメント力の育成と

関連資格の必要性

慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科 渡辺 美智子

０．求められるデータ分析人材像
DBPM, DBDM, DDPM, DDDM

１．ビッグデータブームに至る経緯
TQMブームが背景
21世紀型スキル

２．科学的問題解決力
①品質マネジメントと教育の質保証
②シックスシグマと問題解決のサイクル
③統計教育からデータサイエンス教育へ

３．データサイエンティストの質保証
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How Google Works (ハウ・グーグル・ワークス) 
―私たちの働き方とマネジメント

エリック・シュミット,他 (著)

We are in the era of big data, and big data 
needs statisticians. Those who can analyze it 
well will win. Data is the sword of the 21th 

century, those who wield it well, the samurai .

データサイエンティストは
21世紀のサムライ

資料７－４

004894
長方形
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いま、社会で必要となる力とは？

急速なグローバル化や技術革新
将来の変化が予測困難な時代

社会の課題発見と解決に
主体的・協働的・科学的に取り組む力

OECD Data‐driven Innovation for Growth and Well‐beingデータ
が多種多様な行動・判断を主導し社会の価値を創造する時代

＊データに基づく科学的探求力・課題発見と問題解決力

＊グローバルリーダーのマネジメントと意思決定の高度化
（responsible decision‐making:説明責任）

*ITCからIOT；DBからDD（データ駆動型）人材 2
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データに基づく
価値創造
サイクル

4
ビッグデータ・オープンデータ

データ分析
ITC活用

新しい・知見・知識の創出
判断・意思決定・提言

課題解決のためのデータ化・
データ収集／ ICT活用

出典：OECD(2015.10)
“Data-Driven Innovation : 
Big Data for Growth and Well-Being”
（データ駆動型イノベーション：
成長と幸福のための価値創造サイクル）
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Quantitative methods in process improvement‐Competencies for 
key personnel and their organizations—Six Sigma & Lean Implementation–
実務・業務のプロセス改善のための数量的手法と
組織と個人の能力(コンピテンシー）認証の国際規格

シックスシグマ ： DMAIC プロセス
① Define the problem
② Measure the process
➂ Analyze the process
④ Improve the process 
⑤ Control the process
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リーダーシップ開発センター

米連邦政府の人事管理局（OPM）
Office of Personal Management

リーンシックスシグマ（行政プロセス改善）の
統括責任者(ブラックベルト）研修と

資格取得プログラム(1週間／月；4ヶ月コース）

・プロジェクトマネジメント力
・定性／定量データの取得と分析力
・チームにおけるデータ駆動型意思決定への先導力
・見かけの症状(結果）から真の原因（root causes)への言及力
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慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科
＊クオリティマネジメント ＊ヘルスデータサイエンス

＊2010年頃
ビッグデータ時代

（医療・健康・経営・
行政・教育・学習・・）

＊2000年頃
データマイニング

（金になるルールの
発見）

＊1900年前後
TQM(Total Quality
Management）

品質保証・品質マネジメ
ント

（医療/健康の質・人材・
教育・行政・経営の質・
生活の質マネジメント

＝生きる力

Leaning a Living
＊ 「メイド・イン・ジャパン」

製品の品質

データに基づいて工学的に健康の品質を創り上げていく
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科学技術・経済に関する国際競争の激化

人材育成:  人材を工学的に育成する枠組み

２１世紀型ワークスキルの議論
米国 スキャンズレポート

（1992年）
イギリス デアリングレポート

（1997年）
OECD DeSeCoプロジェクト

PISA型学力
21世紀型スキル（ACT21）
日本：経産省 ：社会人基礎力

文科省 : 学士力 7

産業界と教育者との協働
統計的問題解決力
教育に関する産業界からの要望

JSQC/TQE(瀧澤氏資料）
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Scansレポート
第3章 TOWAED A HIGH-PERFORMANCE FUTURE

日本の企業教育（統計的問題解決）に学べ・・・

1980年代後半の日本経済発展のミラクルを
指導したデミング博士

行政・教育(人材）・経営

行政評価
教育評価

1980年、NBC
「If Japan can...  Why can't we?
（日本にできて、なぜ我々にできない
のか?
ドキュメンタリーを放送

1992年 産業界から ＝＞

安かろう,ぼろかろう,から世界の

“Made in Japan”へ
同じ方法でアメリカも

8
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Dr. Deming: 
The American Who Taught the Japanese About Quality 
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世界でニホンGO！ 「世界が学んだ日本を学べ」
「学力までもがガラパゴス｝

「教え」から「学び」に転換

イギリスのシールズガゼット紙

セカイが学んだニホンを学べ！

Using a Japanese –
style approach to 
management・・・
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OECD PISA 16歳
中学生 学力調査

スキャンズ型の
ワークフォース・ノウハウ

初等・中等教育のカリキュラム改革
大学教育の質保証

（学士力・分野別学士力）

A national education‐based 
assessment system

テストからコンピテンシーのアセスメントへ
“実践力”の自己チェック
国 や学協会での認証，資格認定

OECD PIACC
成人版学力調査

ITを活用した問題解決力

アカデミックな基礎基本（only）から

問題解決的思考へ
公的機関・民間の組織の雇用主は、より高いレベル
の仕事をする上でのコンピテンシーを定義(明示）

従業者は、それを使って学修成果を自己診断

目的を持って，
体系的に問題を

解決する訓練を徹底

11



12

12

統計的問題解決：SQC
Statistical Problem Solving:

1992年
AP Statistics
(検定試験）

9 million 
dollars

教材開発

12
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雇用・人材育成

要求されているコンピテンシーの明示

教育・研修

機関・学校

アセスメント資格認証（国や第3者機関・学協会）

個人がどのようなコンピテンシーを持っているのか

公的機関・

産業界・社会

（Workplace)

資格認証
①ガイドラインと
評価指標の確立
②カリキュラムの
提示
③教材・授業モデ
ル・講師研修機会
の提供
④アセスメント

教育と人材育成の質保証のフレーム
恒常的な教育の質改善（PDCAサイクル）

（Scansレポート 1992年）
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２１世紀スキル
パートナーシップ

教育機関：
ＡＡＳＬ
（学校図書協会）

ＩＳＴＥ
（科学技術教育

国際協会）
ＣｏＳＮ
（学校連携

コンソーシアム）
等

企業：マイクロソフト、

シスコ、アップル、オラ
クル、インテル、テキサ
ス・インスツルメンツ、

デル、フォード、タイム・
ワーナー等

14
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外資系企業の
コンピテンシー辞書の一部（例）
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提言
＊棟梁レベルの決定的不足を解決するため、国家レベルの拠点を設置
＊リテラシーレベルや独り立ちの大学教育の加速させるために、主要10 大学程度で
人材育成をスタート。 データサイエンス副専攻とダブルディグリー制

＊MOOC などのオンライン教材の整備。
＊社会全体のリテラシーやアウェアネスを向上させるために、全学的教養教育の実施
＊国家レベルのフラッグシップ・プロジェクトの推進、コンテストの開催、映像素材の充実
＊スキル認定制度

情報・システム研究機構

ビッグデータの利活用に係わる専門人材
育成に向けた産学官懇談会 （H27.7.30）
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海外での資格

• 中国（国家資格）：統計師・高級統計師

・英国（王立統計学会RSSによる認定試験：Certified-statistician,
Ordinary Certificate ：高等学校卒業程度

Higher Certificate ：大学で統計を専門とする場合の

基礎教養程度

Graduate Diploma ：大学で統計学科卒業程度

RSS‐18404: 個人認証

・アメリカ・カナダ・オーストラリア

各国の統計学会が実績の認証 P‐stat（Professional Statistician)
17
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データサイエンティスト協会
スキルチェック



19

19

専
門
職
能

ビジネスデータサイエンティス
トスポーツデータサイエンティス
トクリニカルデータサイエンティ
ストヘルスデータサイエンティスト

・・・・・

官庁データサイエンティスト

問題解決の成否は

分析技術が高度であれば良い
ということではなく、分析の前段階

（対象領域への理解と仮説の形
成）および分析の後段階（現象の
文脈に沿った結果の解釈、エビ
デンスに基づく意思決定の適切
性）で決まる。そのため、情報を
他者と共有多様な考えを統合し
て協働することで、効果的に達成
される。 （ブレーンストーミング）
ICTを活用した科学的・協働的

問題解決力の育成では、ICTのス

キルや数理的・統計的技法など
の個別の方法論の習得に重点が
置かれがちになるが、並行して、
科学的（数理的・統計的）および
協働的作業を含めた問題解決の
枠組みへの理解およびその枠組
みを具体的に経験するアクティ
ブ・ラーニングの機会を設ける必
要がある。



20

まとめ
１）EBPMに資する「データ分析人材の育成」(官庁データサイエンティ
スト）に関して、グローバル社会では、より大きな枠組みDBPSやDBDM
（DDPSやDDDM)、すなわち知識の取得ではなく成功に結びつく行動特性
（コンピテンシー）の開発として捉えられている。その背景には、品質
をデータで工学的に創り上げるTQM(Toal Quality Management：SQM統計
的品質マネジメント)の方法論と研修方式（トヨタ方式）PDCAサイクル
の考え方がある(参考資料１）。

２）2015年リーンシックスシグマとして、ISO18404で組織、その要員
(個人）の国際認証規準となった。

３）米国政府実施例

米国環境保護庁、米国防総省、米軍、米農務省、米国住宅都市開発省、

米国原子力規制委員会他、多くの州や都市で採用

20
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まとめ
４）人材育成自身も品質マネジメント、PDCAサイクルの視点で捉えると、人材
の見える化（人材像、コンピテンシー定義・計測、レベル認証、目標人数等）
と質保証が重要

５）TQM方式にしろ、ISO18404方式にしろ、人材育成と研修の参考資料、米国
政府研修資料等、参考になるものはあるので、それらを踏まえて、官庁データ
サイエンティスト育成のスキームを作成する必要がある

６）リテラシーレベル育成・・・学校教育を通じて教員・父兄も

見習いレベル・・・授業・課題のピアレビュー、認証等マスで展開するた
めにICTを活用

独り立ちレベル・・・実績評価も加えた認証、コンペティションによる人
材発掘、 棟梁レベル・・・国内外の留学等

７）課題発見と問題解決（カイゼン）のための実践的な統計教育は、国家戦略
として取組む必要（米国センサス局専任統計広報官の教員研修での発言：電力
いらない、原子力いらない、お金いらない、統計思考力で戦争に勝てる。だか
ら統計教育は重要！）

21
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参考
資料１

デミング

統計的品
質・品質を
データで
計測
1950s

トヨタ生産
方式

ジャストイ
ンタイム

リーン

シックスシ
グマ

組織や業務を根本的
にプロセスの視点で
職務、業務、管理機構、
情報システムを再設
計すること

リーン生産
方式

ISO18404


